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村のようす
(6月1日現在）
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賀

郡

内

辺

集

川

II

編
鯰
丹
b
J
須

ん

所
で

刷

島

印

福

たばこは

地元の店で

買いましよう

立派に出来上りま した 白亜の殿堂

惜
し
み
な
い
喝
釆
を
送
ろ
う

か
ぎ
り
な
い
躍
進
を
祈
つ
て

わ
た
し
た
ち
は
庁
舎
落
成
に

近
代
建
築
の
粋
を
集
め
て

そ
そ
り
立
つ
ふ
る
さ
と

わ
た
し
た
ち
の
公
僕

松
の
み
ど
り
は

健
康
な
村
政
と

心
の
オ
ア
シ
ス
で
す

こ
ヽ
で
慟
く
人
々
は

玉
川
村
役
場
新
庁
舎

空
の
コ
バ
ル
ト
に
映
え
て

記

実
習
生
を
券
る

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
中
堅
青
年
県
外
派
遣
実
習
生
は

い
づ
れ
も
優
秀
な
成
績
を
修
め
て
農

業
経
営
の
先
艦
者
と
し
て
実
践
し
て

い
る
こ
と
は
自
他
共
に
認
め
て
い
る

の
で
本
年
も
希
望
者
を
募
り
ま
す
。

左
記
要
項
を
参
照
の
上
公
民
館
へ
六

月
末
日
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

一
、
期
日
自
四
十
年
八
月
二
十
五

日
至
仝
九
月
二
十
四
日
の
間

二
、
場
所
長
野
、
岐
阜
、
静
岡
方
面

三
、
本
村
に
在
住
す
る
青
年
で
農
業

に
従
事
し
身
体
強
健
、
思
想
堅

実
な
者

四
、
派
遣
生
は
必
ず
実
習
記
録
を
提

出
し
発
表
を
行
う

五
、
募
集
人
員
六
名
，

六
、
派
遣
生
に
は
一
人
一
万
円
の
補

助
を
す
る

七
、
派
遣
生
は
応
募
者
よ
り
公
民
館

に
お
い
て
厳
選
す
る

第

四

回
玉
川
村
中
堅
青
年

県
外
派
遣
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ま か わ 第 1号 (2) 

昭
和
四
十
年
度
玉
川
村
の
一
般
会
計
予

算
並
び
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

は
去
る
一
二
月
十
五
日
の
第
一
回
定
例
村
議

会
に
於
て
慎
重
審
議
の
結
果
別
表
の
通
り

決
り
、
教
育
予
算
が
大
巾
に
増
強
さ
れ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
本
年
三
月
で
満

十
年
に
な
り
、
事
業
開
始
当
初
よ
り
順
調

な
歩
み
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
最
近
に
至

り
、
す
で
に
皆
さ
ん
も
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
等
で
御
存
知
の
こ
と
A

思
い
ま

保
険
税
に
つ
い
て

ご
理
解
を

歳入 が
医
療
貴
値
上
げ
や
受
診
率
の
自
然
増
に

伴
い
医
療
費
の
急
激
に
増
い
、
国
保
財
政

は
非
常
に
容
易
で
な
い
現
況
で
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
納
入
し
て
い
た
だ
＜

保
険
税
も
以
上
の
様
な
理
由
に
よ
り
増
額

し
な
け
れ
ば
運
営
出
来
な
い
状
態
で
あ
り

ま
す
。
三
十
九
年
度
に
於
て
非
常
に
高
く

な
り
、
さ
ら
に
本
年
度
で
家
族
の
七
割
給

付
の
実
施
計
画
を
予
算
に
組
ん
で
お
る
関

係
上
＼
．
約
三

0
％
の
増
額
と
な
る
予
定
で

す
c

こ
の
様
に
保
険
税
が
年
々
高
く
な
る

の
を
政
府
に
於
て
も
こ
の
問
題
を
重
要
視

さ
れ
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
こ
A

一
、
二

年
の
内
に
は
標
準
税
率
が
判
定
さ
れ
、
全

今
年
の
わ
が
村
の
予
算

敦
育
費
の
大
巾
増
額

国
土
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

国
統
一
さ
れ
た
税
率
で
課
税
さ
れ
る
も
の

と
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
三
十
九
年
度
の
保
険
税
と

医
療
費
の
割
合
を
述
べ
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
九
百
九
十
九
万
三
千
円
に
対
し
、
役

場
で
医
療
費
と
し
て
支
払
う
額
は
一
千
七

百
八
十
二
万
九
千
円
で
、
保
険
税
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
＜
約
二
倍
近
く
を
支
払
つ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
不
足
分
は
国
庫
負
担

金
を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
健
康
保
険
が
な
か
つ

た
と
す
る
と
、
税
金
の
二
倍
を
医
療
費
と

し
て
個
人
個
人
が
支
払
ぅ
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
点
を
御
理
解
下
さ
れ
納
税

に
対
し
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

概
況
梅
雨
の
は
し
り
は
六
月
後
半
か

ら
で
明
け
は
七
月
下
旬
に
な
る
見
込
み

気
温
六
、
七
月
の
平
均
気
温
は
や
A

低
く
、
特
に
六
月
後
半
か
ら
七
月
に
か

け
て
低
め
と
な
り
ま
し
よ
う
。

降
水
量
六
月
前
半
に
梅
雨
の
は
し
り
が

現
れ
一
時
天
気
が
く
ず
れ
ま
す
が
、
比

較
的
に
晴
れ
の
日
が
多
い
で
し
よ
う
。

し
か
し
後
半
は
梅
雨
が
顕
著
に
な
り
雨

量
も
多
く
七
月
の
総
量
は
や
4
多
く
、

と
く
に
梅
雨
末
期
頃
に
大
雨
と
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
よ
う
。

昭
和
四
十
年
度
の
事
業
と
し
て
次
の
地

域
の
国
土
調
査
盆
地
籍
調
査
）
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
今
後
十
年
間
に
全
村

を
行
う
予
定
で
す
。

一
、
実
施
地
域

北
須
釜
1
1
字
三
蔵
、
近
立
石
よ
り
西
の

三
ケ
月
天
候
予
報
一

（
五
ー
七
月
）
ー
ー
_

一

字
全
部
（
懸
金
沢
は
除
く
）

南
須
釜

ll県
道
石
川
、
須
賀
川
線
よ
り

西
全
部

吉
ll村
道
荒
田
、
古
金
塚
線
よ
り
東
村

道
天
王
前
、
鐙
摺
線
よ
り
北
の
地
域

二

、

事

業

量

三

四

四

町

歩

三

、

事

業

費

二

0
六
万
円

四
、
地
籍
調
査
の
意
味

土
地
の
一
筆
毎
の
境
界
及
び
面
積
を
正

確
に
し
て
土
地
利
用
の
高
度
化
を
は
か

る。

五
、
調
査
の
効
果

農
業
経
営
の
合
理
化
、
土
地
境
界
の
紛

争
絶
滅
、
公
租
公
課
の
公
乎
化
が
出
来

る。

六
、
調
査
の
や
り
方

土
地
一
筆
毎
に
境
界
、
地
番
、
地
目
を

調
査
し
ま
す
が
境
界
に
つ
い
て
は
境
界

の
隣
接
者
と
よ
く
相
談
し
て
境
界
杭
を

打
ち
ま
す
。
分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更

さ
れ
る
と
き
は
申
出
に
よ
っ
て
で
き
ま

す。一
筆
調
査
が
終
り
ま
し
た
ら
測
量
し
ま

す
。
調
査
や
測
量
の
結
果
は
役
場
で
関

係
図
簿
を
二
十
日
縦
覧
し
問
違
が
あ
る

か
ど
う
か
確
認
し
て
貰
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
が
終
れ
ば
始
め
て
土
地
台

帳
と
地
図
が
公
簿
と
し
て
、
県
と
登
記
所

と
役
場
に
各
々
一
部
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

尚
詳
細
な
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
役
場

の
国
土
調
査
係
に
問
合
せ
下
さ
い
。

サ
ラ
シ

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
も
皆
さ
ん
の
御
協

力
に
よ
っ
て
益
々
繁
昌
、
助
産
婦
さ
ん
方

も
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

セ
ン
ク
ー
で
生
ま
れ
る
可
愛
い
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
’
と
、
こ
の
度
、
泉
婦
人
会
（
会

寄

附

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に

I •1111111•••1111111111•11ー1111111111一●一1111111111•••111111111111ー•11111111111••● 111111111, •• ... 
＝ ■ = 

言四山吉北南竜岩中 小蒜 ）11 I 

三辻 部：
！新小須須法 落区 9
目田屋 釜釜崎寺 高生辺

名

i 長 i； ：： ・ さ目
［塩石森関宗小佐高三真大 Iv 
・ 区
！田森 根形林久林輪弓和 カ
目 華

和
三

写 間浅田長

：次義義 元源太 貞 三 重 1t 
I 
：： 

名
目郎一英清斌一治郎夫平正
＝ ・目
,_. .. m .. m•••m .. m .. ••• ............... 111 .. 111••• .. mm  .. ••• .. 111111 .. ●●ー.,.... imーゞ

匿酎＿

長
丹
内
美
恵
）
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
意

思
に
よ
り
、
お
む
つ
用
と
し
て
上
等
サ
ラ

ツ
十
四
反
を
御
寄
附
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
御
厚
意
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。須

釜
愛
育
会
か
ら
も

須
釜
愛
育
会
（
代
表
中
野
チ
ョ
ウ
）
の

皆
さ
ん
か
ら
も
母
子
健
康
セ
ン
ク
ー
に
、

赤
ち
ゃ
ん
用
の
ネ
ル
着
物
十
枚
、
肌
着
十

枚
、
叉
腹
帯
三
本
、
診
察
台
用
ふ
と
ん
等

沢
山
御
寄
附
戴
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
御
厚
意
を
感
謝
い
た

し
ま
す
。

毎
月
五
、
十
五
、
二
十
五
日
は
税
の
相

談
日
で
す
。

ど
こ
の
税
務
署
を
利
用
し
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
相
談
は
、
と
く
名
で
い
た
し
税

務
署
の
幹
部
が
責
任
を
も
つ
て
お
答
え
し

ま
す
。相

談
は
無
料
で
す
か
ら
気
軽
る
に
お
出

か

け

下

さ

い

。

（

税

務

署

）
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完
成

近
代
的
姿
で
新
庁
含
一

落
成
式
は
七
月
中
旬
の
予
定

見
わ
た
す
限
り
一
面
に
青
々
と
な
び
く
附
属
舎
か
ら
な
り
、
本
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ

稲
田
の
ほ
と
り
に
、
ひ
と
き
わ
あ
ざ
や
か
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
、
一
階
が
八
九
・

に
白
亜
の
殿
堂
が
そ
び
え
立
ち
、
道
行
く
二
七
坪
で
、
事
務
室
、
村
長
室
、
会
計
室
、

住
民
は
ほ
A

え
み
な
が
ら
見
上
げ
て
通
る
住
民
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。
二
階
は
、
七

姿

も

な

ご

や

か

で

す

。

七

・

七

五

坪

で

議

場

、

議

員

控

室

、

諮

長

室

、

小
学
校
の
良
い
子
達
は
、
早
速
図
板
を
小
会
議
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
屋

月
日
・
ニ0
2
舎
の
写
生
に
余
念

尺
〗
疇
鵬“□-
7

あ
る
時
は
庁
舎
の
建
築
を
め
ぐ
つ
て
幾

〗
疇
曇
，
｀
｀
―

上
か
ら
は
は
る
か
西
方
か
す
み
に
浮
ん
だ

々
芯

麟

鴫

彎
那
須
の
連
峰
が
見
渡
せ
ま
す
。

多
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
が

二

冒

盛

｀

ご

員

合
併
後
こ
こ
に
十
年
住
民
の
心
も
落
ち
つ

き
、
玉
川
村
発
展
に
意
欲
を
持
つ
て
邁
進

摩
事
鵬
疇
彎
二
室
又
附
属
舎
は
本
庁
舎
に
続
い
て
補
強
コ

ソ
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
造
り
平
家
建
、
三

し
、
郡
下
で
は
見
ら
れ
な
い
近
代
的
な
鉄

□

口
疇
攣
疇□

二

璽

い
九
・
六
九
坪
で
中
廊
下
を
は
さ
ん
で
宿
直

ご
暑
言
，
啜
．
、
ヽ
[
[
響
国
彎

る
室
、
使
丁
室
、
更
衣
室
、
書
庫
等
が
あ
り

筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
、
玉
川
村
の
殿
堂

ふ^
疇
‘
`
-

4
の
ま
す
。
叉
各
部
屋
に
は
水
道
が
引
か
れ
、

新
庁
舎
が
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ

囀

蓋

，
夏
、
冷

i

冨
疇

て
立
派
に
出
来
上
っ
た
の
で
す
。

、
＂
‘
.
軍

の
庁
内
電
話
が
設
備
さ
れ
ど
の
部
屋
か
ら
で

こ
の
庁
舎
の
新
築
工
事
は
、
一
、
七
五

壇
も
通
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

0
万
円
で
須
賀
川
市
の
共
栄
建
設
工
業
株

」

[

J

演
そ
の
外
暖
房
も
と
と
の
い
正
に
近
代
的
庁

＇詈

式
会
社
が
請
負
い
、
昨
年
十
月
よ
り
工
事

舎
で
す
。

に
着
手
、
去
る
五
月
に
完
了
、
同
月
二
十

、、条ツ

四
日
よ
り
新
庁
舎
に
移
り
、
サ
ー
ビ
ス
も

．
4

透
翠
F.

＂翫

よ
ろ
し
く
事
務
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

贔

新
庁
舎
は
平
面
図
の
と
お
り
、
本
庁
舎
、

P

|
-
l
lー

i
i
i
iー

！

＇

ー

ー

！

ー

、

宗

形

郁

子

万

吉

孫

ク

四
月
の
出
生
届
出

佐

藤

計

介

計

策

ク

部

落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

吉

川

田

辺

須

藤

完

二

新

太

郎

孫

ク

森

佳

子

清

利

ク

小

高

西

島

里

美

キ

ク

ク

ク

矢

吹

隆

雄

藤

雄

ク

岩

法

寺

倉

鎌

康

子

利

明

ク

四

辻

有

賀

義

春

銀

三

郎

二

男

ク

塩

田

敦

コ

ウ

孫

一

ヽ

ぉ

誕

生

＂

土
ッ
．
認
5
•ヽ
真
噂
｀

中

須

藤

早

苗

安

広

竜

崎

小

林

三

喜

夫

満

↓

ク

『

南

須

釜

小

原

克

夫

保

男

ク

岩

法

寺

佐

久

閑

綾

千

金

治

北

須

釜

鈴

木

豊

三

義

徳

ク

竜

崎

鈴

木

吉

彦

オ

吉

ク

癖

枝

裕

子

進

長

女

南

須

釜

小

針

ひ

と

み

好

夫

ニク孫長≪ ≪ 孫
女女

会

計

室

H
'

（
出
納
室
）

四
月
一
日
よ
り
事
務
改
善
の
実
施
に
よ

り
庁
内
機
構
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
（
）
内
は
旧
課
名
．

｀

課

名

事

務

分

担

総
務
課
・
庶
務
、
予
算
、
議
会
、
選
挙
、

消
防
、
そ
の
他
他
課
に
属
さ

な
い
事
務

申
請
届
出
願
受
付
け
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
諸
証
明
、
転
出

証
明
、
国
保
、
国
民
年
金
事

務
、
保
健
衛
生
、
社
会
福
祉
、

恩
給
、
生
活
保
護
、
児
童
福

祉
、
母
子
セ
ソ
タ
ー
、
社
協

村
税
賦
課
徴
収
、
固
定
資
産

の
評
価
、
納
税
、
土
地
家
屋
の

証
明
、
土
地
家
屋
台
帳
の
閲

覧
、
バ
イ
ク
ナ
ソ
バ
ー
交
付

農
林
、
商
工
、
養
畜
産
、
病

害
虫
、
農
業
委
員
会
関
係
、
．`

国
土
調
査
、
農
政
一
般

土
木
一
般
、
建
築
、
林
道
、

住
宅
＼
母
畑
ダ
ム
、
失
業
対

策
事
業
、
土
地
改
良

金
銭
出
納
、
オ
入
オ
出
決
算

物
品
受
払

建

設

課

（
土
木
課
）

産

業

課

（
経
済
課
）

税

務

課

佳

民

諌

（
厚
生
課
）

王川村役場庁舎配置図

（二階）

村
長
さ
ん
の
部
屋

和

倉

庫

便所

諜

場

謙
員
控
室

課
名
の
一
部
が

変
り
ま
し
た

贋誓

湯沸室

賛
通
用
口

門
ー
[ （一！昔）［

以
上
の
と
お
り
事
務
分
担
が
変
り
、
い

ま
4

で
各
課
窓
口
事
務
が
分
散
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
改
善
に
よ
り
窓
口
が
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
の
で
御
用
の
方
は
窓
口
係
に

申
出
く
だ
さ
い
o

.t.

:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111~ • 

一
~ ＝名員 ~ と五人てざ11111111111t IIIII II I I I lllllllllllll: 

＇明る＜正しい選挙 目ご喜 f:fe~ ら;L患烹之吐烹、J畠
一一

~ 三 ~
＝ 一 ．． ＝ を は 県 数 の 方 す 都 れ つ が の 選

： 運動し参加しましよう言誓門麿ご晨誓；雷讐誓冑塁戸
院

三 月の
巨参議院議員選挙が7月4日に執行されることになりました目しで選改と出国県選はま区行四、aa

三有権者＠皆様には明る＜正しい選挙運動に参加し、正しい ＝ 
＝ま三出選な談区が出全すしまわ日二嘩

目—票、清い一票を投じましよう。
．＝す年ささつ員選一議国 6 、ー。,... れに挙

＝ 
= '-和れてー出つ員を全全まは

目この一票暮しと政治にかける橋目
＝ とるまお五議のの通国国す参区

に地すり 0員単選じ選区が議と
＝ 目 ． ．、玉川村明る＜正しい選挙推進協議会 ＝ 

＝ 半方 0'人一位挙て出と‘院 r-'-,

数区 三‘ と 区 選 議 地 参 議 疋 ．
目 玉川村選挙管理委員会 玉川 村 目 のの 年計 0 さは挙員方議員

一
数

1』1111n 1.1111111111111111111111111111111111111111111 u 111111111111111111111111111111111111-:: ニ議 ご二〇れ各さに区院の
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昭和四十年度

一般住民結核健康診断実施計画表
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レいい さ都を 下 た 診 う 康 正 つ 参す又 予日結
ン° 方転れ合定ーさし個° をして自加る‘皆定か核皆
卜皆は出るのめ応いま人診確いい分した玉さでら健さ
ゲさ役やよ人ま地° す票断認診るはてめ川んす左康ん
ソん 場 病 う は す 域 のを実し断人健下一村の° 記 診本
機がに気に他が毎 で各施てをで康さ人か健 日 断年
械診 連でしの指に“必家にお受もだい残ら康 程 は度
を断絡検て会定日 ず 庭 際 き け 年 と ° ら 結 を に六の
部をし診下場の時 持へし

ま
自 に 自 ず核守 よ 月一

落受て出さで日と 参送て 分ー信 検をる り二般
会け下来い検に会 し付ほしの度を 診追た 行十住
場易 さな° 診不場 て、し、検よ健はも に放め う一民

納
税
奨
励
金

が
変
り
ま
し
た

妊
婦
検
診
が
毎
月
十

五
日
に
な
り
ま
し
た

に
も
つ
て
行
き
費
用
は
一
切
役
場
負
担
で

金
額
無
料
で
す
か
ら
気
軽
に
お
い
で
下
さ

い
。
も
し
検
診
さ
れ
な
か
っ
た
者
は
石
川

保
健
所
に
出
頭
し
検
診
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

例
月
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
、
妊
婦
検

診
並
に
、
保
健
指
導
が
五
月
か
ら
毎
月
十

五
日
（
十
五
日
が
日
曜
、
祭
日
の
場
合
十

六
日
）
に
母
子
健
康
セ
ソ
タ
ー
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

苔
せ
、

い
た
し
ま
す
。
．

従
来
、
東
部
地
区
の
人
達
に
は
支
所
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
検
尿
、
血
液

検
査
等
設
備
が
完
全
で
な
か
っ
た
た
め
い

ろ
い
ろ
御
不
便
を
か
け
た
事
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
検
診
に
何
回
か
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
に
来
て
い
た
ゞ
く
と
助
産
婦
さ
ん

の
顔
や
、
セ
ソ
タ
ー
の
設
備
等
も
知
る
こ

と
が
出
来
ま
す
の
で
出
産
の
場
合
一
層
安

心
し
て
入
所
い
た
ゞ
け
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
住
民
結
核
健
康
診
断
実
施
に
つ
い
て

東
部
地
区
の
人
達
に
は
交
通
の
便
等
心

配
か
と
思
い
ま
す
が
、
役
場
の
車
で
一
回

だ
け
送
迎
い
た
し
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ

ぃ
。
尚
車
も
乗
車
の
定
員
が
あ
り
ま
す
の

で
バ
ス
利
用
で
き
る
方
は
、
バ
ー
ス
で
お
い

で
下
さ
い
。
役
場
の
車
の
時
間
は
四
辻
入

ロ
（
石
井
商
店
前
）
午
後
一
時
三
十
分

i

北
ノ
宿
バ
ス
停
留
所
二
時
ー
吉
入
ロ
ニ
時

十
五
分
ー
母
子
セ
ソ
タ
ー
、
帰
り
は
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
発
三
時
一
二
十
分
？
四
辻
入

口
ま
で
。

日
頃
納
税
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
お
蔭
様
て
好
成
績
を
あ
げ
村
財

政
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
今
般
改
正
さ
れ
ま
し
た
条
例
の
お
も

な
点
は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
三
十
九
年
度
分
ま
で
の
奨
励
金
は

納
期
内
に
納
付
し
た
場
合
納
付
額
の
百
分
．

の
十
を
交
付
し
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年

度
分
か
ら
百
分
の
五
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
叉
納
期
限
後
十
日
以
内
に
納
付
し
た

場
合
は
百
分
の
五
を
交
付
し
ま
し
た
が
、

健
康
手
帳
を

差
し
あ
げ
ま
す

祖
母

長
男

銀金正
三 主
郎重功

父父二
男

主

弓I

写八＝、一 至芸、 j 金

受

一号三
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四
十
年
度
分
か
ら
百
分
の
二
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

納
税
は
日
頃
み
ん
な
の
心
が
け
―
つ
で

す
。
今
後
共
何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
以
来
凍
霜
害
に
依
る
蚕
繭
の
大
被

害
を
蒙
り
、
引
続
き
長
雨
や
稲
熱
病
に
依

こ
の
度
、
国
民
健
康
保
険
の
趣
旨
普
及

の
い
つ
か
ん
と
し
て
国
民
健
康
保
険
の
認

識
を
高
め
る
目
的
の
た
め
健
康
手
帳
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
近
く
部

落
区
長
を
通
じ
各
家
庭
に
配
付
い
た
し
ま

す
。
こ
の
内
容
と
し
て
、
国
保
事
務
関
係
、

医
師
住
所
録
、
給
付
記
録
、
金
銭
出
納
、

家
族
欄
、
年
度
別
保
険
税
額
調
、
白
紙
メ

モ
等
で
こ
れ
の
使
用
方
法
と
し
て
は
給
付

記
録
欄
が
あ
り
ま
す
が
医
者
に
診
療
を
受

け
た
際
は
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
そ
の
つ

ど
必
ず
記
録
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
を
村
に

於
て
統
計
資
料
等
の
参
考
に
し
、
又
各
家

庭
の
保
健
記
録
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す

の
で
充
分
活
用
方
願
い
ま
す
。

一ー1

I

申
し
上

Ifまー
tl-

四
月
の
死
亡
届
出

部
落
死
亡
者
氏
名
世
帯
主
名
続
柄

小

高

添

田

リ

ヨ

音

次

妻

岩

法

寺

倉

鎌

房

雄

主

ク

矢

吹

ハ

ナ

好

夫

南

須

釜

石

森

忠

夫

忠

助

昭
和
＿
＿
＿
十
九
年
度

共
済
事
業
を
振
返
つ
て

る
農
作
（
水
稲
）
物
の
被
害
も
通
年
に
例

を
見
な
い
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
昨
年

ほ
正
に
多
難
で
共
済
年
の
感
が
し
た
。
特

に
評
価
員
及
び
委
員
各
位
の
働
き
は
、
左

記
の
数
字
を
見
る
時
、
そ
の
労
苦
に
充
分

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
気
持
で
一
様
で
あ

る
。
組
合
員
の
為
に
日
夜
奪
闘
し
た
思
い

で
も
今
は
組
合
員
の
喜
び
と
共
に
共
済
金

と
云
う
代
償
を
持
つ
て
共
に
喜
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。玉

川
村
農
業
共
済
組
合

ク

国

井

―

―

一

郎

五
月
の
死
亡
届
出

竜

崎

小

林

千

代

南

須

釜

塩

沢

正

男

北

須

釜

楯

枝

金

次

四
辻
新
田
有
賀
義
春

き
一
待
望
の
新
庁
舎
も
完
成
五
月
二
十

4

、
竺
一
日
引
越
も
終
り
、
職
員
一
同
心
気

カ
叩
一
転
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。
特
に
女

忘
子
職
員
真
新
し
い
庁
舎
に
負
け
て
な

る
も
の
か
と
、
大
き
な
鏡
を
前
に
身

ーーー

だ
し
な
み
し
き
り
、
お
嫁
さ
ん
に
と

ぁ叩お
望
み
の
方
は
庁
舎
見
学
を
兼
ね
て
お
い

で
下
さ
い
。

村
長
さ
ん
も
住
み
な
れ
た
旧
庁
舎
と
の

別
れ
に
は
、
大
石
内
蔵
之
助
城
明
け
渡
し

の
心
境
か
し
ん
み
り
、
女
房
役
の
助
役
さ

ん
庁
舎
見
学
に
お
と
ず
れ
る
村
民
の
案
内

に
汗
だ
く
、
お
蔭
で
大
部
ス
タ
イ
ル
が
良

く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

教
育
委
員
会
、
公
民
館
の
面
々
新
庁
舎

に
移
れ
ず
い
さ
さ
か
淋
し
そ
う
だ
っ
た
。

長
い
間
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て

参
り
ま
し
た
公
民
館
報
に
か
わ
っ
て
、
本

号
よ
り
広
報
「
た
ま
か
わ
」
と
し
て
頁
数

も
多
く
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
編
集
員
一
同
未
熟
で
す
の
で
皆
様
の

御
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




